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序

悠久の歴史の流れの中で各地域に繰り広げられた先人たちの生活を少しでも多〈認

識するということは 、 単にわれわれの懐古の情を満たすにとどまらず 、 過去の人々の

自然との関わりの深さや 、 人と人のつながりを知ることによって未来への文化を求め

てゆくための一つの道程ともなリましょう。

今回調1tの結呆を報告する小柴見城跡は 、 中世信i農史における重要な城館の一つと

して古〈から研究者の注目を集めたものでありました。 今回の調査は空堀部分のみと

いう限定されたものではありましたが二重堀という特異な形状も確認され、 今後の研

究にとって新たな一 面を提供するものとなりましょう 。

時代の要求により開発を進めるための最低限度の調在に止めました結果を 、 ここに

長野市の埋蔵文化財第27集として報告いたしますか 、 この報告が今後長野盆地の中世

史究明のための基礎夜料として広く活用されることを期待してやみません 。

末筆ながら直接·Nll接に調:iitに参加されたみなさまの御協力に記して深謝いたしま

す。

昭和63年3月

長野市教育委員会教育長 奥村秀雄



例 言

1 本もtは長野市水道局による夏目ケ原浄水場拡張工事に伴う工事用追路施設予定地内における

緊急発掘調査報告密である。 調査対象地は長野市大字平柴字以目ケ原162-13番地外の地栢に

存在する。

2 調査は長野市公営企業管理者と長野市長との契約に基づき、 長野市教育委貝会・埋蔵文化財

センタ ー が担当した。

3 逍構図はセクション実測図は1 : 60、 調査区測絨図は1 : 100の縮尺とした 。

4 調査の諸記録及び出土逍物は長野市立博物館において保管されている。
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I 調査に至る経過と方法

l 、祉lftにす滋る経過

昭和62年 、 長野市水近局は長野di大,;-: ., 砂柴'j砂l tiヶ原に所在する�目ケ原浄水場拡張エボに伴

ない 、 工·j�/11近路の施設をti画した。 小沼t子定地は小柴兄城址の空堀の位沼にあたり、 長野市埋

蔵文化財センタ ー は 1澤豆げ前に 、 空堀の規校・形態等につき 、 確認 調介による何らかの記録保

存を行う必要·Jt を認め、 昭和62年lOJ-1260より 調在にオ�:手する巡ぴとなった 。

2 調在の休Htll

調介j主体 rr·

総括責任名·

庶 務 係

調 卦 係

特別曲介貝

執 布 者

糾介作槃日

Li野rlI教ff委H会教育長 奥村秀雄

長野rl1雌蔵文化財センター所長 小木沿敏

II 

II 

II 
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II 

II 
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4ヽ4水;;�tーf!J�

4、出 ：�

fl! I]] 博．

ii)i· 長Ml佐 小山 正

職.1-ci 倉1:1:11圭世チ

調在係長 矢口忠良

主·h Tl木和明

主.\ji 干野 浩

職員 中殿章子

職員 横U」かよ子

（長野郷土史研究会 会長）

（長野県文化財保；；役協会 常務埋t�)

（長野市立博物館�·j.門主事 第n 坪執哨）

大田 窮 蔵之r村栄二 小穴志fl! 小鴫泊I径 田尻 功 丸山純一

丸山協広 佑頼炎実 森泉武夫 （以上 長野邸専生徒） 池田点て

久雄 井上仁八 tilii澤瀬市 木村杯佐雄 小宮山孝一 鈴木恒治

鈴木武与 竹ノ内正義 林 茫幸 藤原：�- 松下利久

3 調査の方法

近路施設工·ドによって本外1北側の2本の堀のうち 、 北側の堀と中央の土塁部分の約半分が破壊

されるため、 調在は北側の堀切の様相と土娼の構築状況を明らかに することを目的とした 。 した

がってまず堀に直交する南北ガ向に トレンチを設定して構築状況ならぴに堆梢状況を確認するこ

とを試み 、 その後トレンチの東西方向へ調在区を拡張して、 空堀構築時の様相を把握することを

試みた。 調:rtl区は トレンチを境として束方を第1区 、 西方を第II区とした 。 日程、 調ー在予算等の

関係から掘削にあたっては可能なかぎりパックホーを援用した。
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4 調査日誌

10月24日 発掘機材搬入。

10月26日 発掘調在開始。 堀中央部に南北方1,りのトレンチを入れる。 堀l氏部までトレンチ断而に

て確認する。

10月27日 第l区調壺開始。

10日 28日 第 1 区調在終了 。 第 rr 区調査開始。

10月29日 策 n 区調介継続。

10月 30日 第 11 区調ff.終了 。 トレンチセクション実測。 発掘機材撤収。

11月4日 発掘区測燥作業（平板測砒）。 本日にて現場におけるすべての作党を終 rする。

II 遺跡周辺の環境

1 地理的環境

標邸785mの旭山は 、 新第三紀中新世の油底火山活動で生じたi疑灰岩府からなる富士ノ塔山塊

の束端に所在し 、 造山活動によ るI脩起と共に差分浸食を受けて残された比較的硬い流紋府が主体

となって構成されているため 、 急峻な山容を見せてdi街西郊にそぴえ立っている。 殊に北から東

側にかけては門沢断府が走ったり山脚を裾花川に洗われたリして断i筏や沢崩れを伴い 、一気に400

mも駆け下りる急斜面となり、 以前は山陰に少年たちの絶好なIii遊ぴの場となっていた竜宮i間の

奇勝も見られた。

斯花川は「'I沢断府沿いにさらに束南流して旭Ill束南山麓台地の北端を没食し 、 カジカ嗚〈白岩

の梨勝を造っている。 白岩は流紋岩質I疑灰岩（裾花凝灰岩）を基盤としているが、 詳細に観察す

ると旭山寄りから流紋岩、 溶結凝灰岩 、 i疑灰岩と漸移し 、 それぞれの境目に旭山断IMと平柴断附

の破砕帯が存在する。 これらの断層は当市束北部の若槻地域を走るm千断屑に対応するもので 、

平柴台地に階段状地形を形成し 、 さらに西南に延ぴて岱-:I:: ノ塔山塊の束南UJ股に三登山怜i斜面lnJ

様数多くの三角末端而(Terminal Facet)を構成している。

平柴台地はこのような基盤の上に砂礫などを主体とする第四紀更新世後期の河Iや段」t堆栢府（南

郷If!!) が載る。 このような翌野府の上に南郷府が堆梢する様相は 、 往生寺台地一城山fr!凌一 奸槻

台ー長峰 一 豊野町山麓丘陵ー観音山などに広く見られ 、 翌野湖盆堆栢やそれ以後のIU礼財t.lllJ!Hi'l

が地殻変動によってl玲起すると共に門沢断10などによって断ち切られたというギ柴台地の生い立

ちを物語っている。 また旭山寄りの台地上部では大黒山や阿弥陀幽高地下の傾斜変換線(·��柴断

）�)附近までi-i頃錐が南郷府をさらに設い、 勝手沢以南では旭山断J普線との接点附近を扇JJ1とする

平均十程度の斜度で日当リのよい粒錐状扇状地形を昆する。
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戦時中までは畦畔に杏が咲き桑園や野菜畑あるいは食糀増産の麦秋風景が展開する典型的な近

郊農村であり、 扇端附近から台地麓を縫って大町街誼がうねり街村が両側に絞いていたが、 街追

沿いに国道19号線が整備され 、 それを）£線として扇状地や低平地に同地が辿成され 、 現在では一

大住宅地域となり 、 平柴地域では台地にリンゴ畑も広がっているが 、 勝手汎以北にも住宅が並ん

できている。

台地東南端には本城跡迅•構や夏目1原浄水場のある小柴見丘陵が台端を構成している。 この丘陵

は犀川以北の盆地西縁部に城山一若槻台ー 長峰一豊野山麓丘陵ー観音山と前j記のように続〈豊野

屑丘陵に観察される背斜軸の一 rtで、 西猥の断附谷に勝手沢支流の権現沢が深い汝食を刻みなが

ら南流し 、 その延長線上の白岩には破砕帝も存在する。 束数は裾化川低平地と70-80mの段弟を

形成し 、 そこに替佐推定断府に連続するとみられる小柴見活断層の存在を指摘する研究しある。

.. ヽ ' l

この東西両屎の府すぺり急斜面が 、 丘陵南端を切リとる勝手沢の深い没紅谷と相侯って 、 北を白

岩の断筏で限られる小柴見丘陵をより要害略固な地としている。

2 歴史的環境

「朝日てリタB輝く其下に黄金干杯漆千ばい」の朝日長者伝説を布する長者歴敷古り］から1691

年（元禄4)に直刀7はか勾玉• 金環・ 馬具などの出土があり、 この地域が幾多歴史の春秋に証

むことを示喚している。

限史所載の逍跡地名表によると 、 附近に縄文・弥生時代を主とした土器 ・ 石器等出土地が数ヶ

所挙げられているが、 わけても平柴台住宅団地造成に先だって1971年（昭和46)に調在された平

柴平逍跡では 、 縄文時代後期の敷石沿構6 、 弥生時代住居址16、 弥生～古瑣時代の方形周溝硲4、

古墳時代後期～平安時代土坑袋8等が検出され出土した俎物に多猿の炭化米も含まれていた。

安茂里地域では山麓から時には萩・平古瑣群のように 400mも比裔差のある山頂近くまで数多〈

の古墳が残存し 、 前記地名表には平柴と小柴見地域のみで22�が記され 、 その大部分が後期の横

穴式円れとされている。 それらのはとんどは既に盗掘されており、 副葬品は双子塚など3基から

玉類 、 金環• 銀閑• 直刀 ・ 馬具が各l基からと報じられているにすぎない。 これ以外にも,',{IJみ辟品

が出ていることは明らかで、 前記の長者屋敷古瑣//,IJ葬品のはか 、 平柴出土というだけで細部地点

不明の炊形鏡l点（浄水場出土との伝承もある）と円筒埴輪2点の現存からも推察できる。

自然環境からしても居住に快適なこの地では 、 裾花川を遡るサケ ・ マスを捕り 、 台地下の低湿

地に水田を営んでいた人々が古くから住みついてムラを構成し 、 その首長やウジノカミは人々の

}砂しを見下ろせる台地に葬られ 、 次第に遠くからもこの付近に家族の奥津城を求めるムラオサ

が増していったであるう 。

そのころ糾花川は現在の県庁付近から居町 ・ 七瀬方面に東南流しており 、 その流路が現状のよ

うに人工的に変えられたのは近世初期で 、 明治大正年代まで白岩側からも'f紫台地へ登れる山追
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があったという。

従って明冶10年代に提出された安茂里村誌に 「平柴村は古昔芋井郷に脱す」 と ある も のの呆 し て

そうであったか 、 それ と も 隔てる川 も な 〈 地域的によ り近接地の芹 田 （世無田） 郷に含まれてい

たのか 、 律令時代の梢況は に わかには 断定できかねる。

平安末期の壮 園 に 天台領月林寺がある。 本城跡付近 も その領域内か 否かは不明ではあるが、 そ

こから西南1.5kmに ある正党院が月 林寺の跡 と さ れ る。 この正党院は 別 名窪寺（久保寺） と呼ばれ 、

藤原中期に造仏さ れた桜材ー 木造りで像謀 1 81cmの木造伝観音菩薩立像 （ 県宝） を安置し 、 遠近

の原い信仰を 集めている。 以前は このはかにも数躯の古(L、i象があリ 、 その寺史の古 さ を 物語る。

正党院西南隣地のケルン パ ッ ト (Kern but) に窪寺城跡があり 、 ケ ルン コ ル(Kern col) 

を堀切に 利用している。 こ こ は窪寺氏の要害で、 居館は南山麓にあった と 伝える。 1400年 （ 応 氷

7 ) 新信1n守護小笠原長 秀の後庁入部に あたって 、 国人たち大文字一i発の面々がその態度を こ こ

で謀議している。 その後1465年 （党正 6 ) ごろ窪寺氏は西隣の小 田切氏に臣下の礼を とっている

こ とが諏訪御布礼之古Utからうかがえる。

南北朝時代以降は ,p:柴に守護所が設けられていた。 鎌介時代に船山 （更埴市及ぴ戸倉町） に 沼

かれていた守護所は 、 観応の擾乱に あたって1351年（骰応 2 ) 足利直義党に攻繋された。 平柴に

設骰 さ れたのは 、 上杉朝房守護時代前半の1366年（ 貞治5 ·正平21 ) - 1370年（ 応安 3 ・建徳 l ) ころ

と推定され 、 応安3 年守渡代二宮氏の軍勢が春山城（若穂） を攻めた後 、 氷鉤 • 平柴陣所の咎価

に当り 、 秋10月 に は 平 柴 を 拠点 として栗田城を囲んでいる。

1387年（至徳4· 元中4)守護斯波義種に反抗して横山城に兵を 挙げた村上氏ら国 人たちが守護代

二宮氏泰の守備する平柴守護所に押寄せ 、 大塔合戦翌年の1401年 （ 応永 8 ) に は小笠原長秀にか

わって斯波義将が守護に補任され守護代 として細川慈忠が こ 、 に 在 住 し ている。 1404年 （ 応永11)

「大将細河兵$'.助殿奥郡御発伺時桐原若槻下芋河之要害·責落云々」 （市川文督） と みえ るの も こ

こを拠点としたも のであり、 く だ っ て1446年 （文安 3)信濃守護小笠原家の家督 をめ ぐって小笠

原宗康 と 同長持が漆田 ｝原 ・ 大黒塚で戦 っ ている。

大黒塚は現在左近稲荷社のある大黒山 （丘山に 古瑣が築かれている） で 、 漆 田 原 は 台 地下 と 11:l

裾花川以南に広がる岡田 ・ 中御所付近一帯とさ れている。 従って守護所は単に大黒山のみに と 、0

まらず この小柴見丘陵 を も 含んだ地域と考え ら れ 、 こ 、 か ら は 漆 田 原 を 足下に し 、 中世に は 後庁

のあった後町 ・ 問御所付近も指呼の間に 見下ろせ 、 守護所 として絶好の地 を 占 めている。

甲 越合戦の際この地 は 当 初栗 田氏の拠ると ころであった。 1555年（弘治 1 ) の条に 「 笹光寺ノ

堂主栗田殿ハアサ ヒ ノ城二御座候アサヒ ノ 嬰宮ヱモ武田晴信人数 ヲ3000 人サケハ リ ヲ イ ル程ノ弓

ヲ 800 丁 テ ッ ハウ（鉄砲） 300 カラ御人候」（勝山記） 、 「旭の地 こ と ご と 〈 破却し和与の像 を 以

て馬を納め候」 鋲虎柑状） とか 、 弘治 3 年に は 「敵陣数 ケ所根小屋以下悉放火同日 旭要害再典居

陣低」 （同前） と あるように弘治年間に は 甲 越両軍 と も に こ 、 が作戦の要衝であったことがうか
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がわれ、 阿弥陀堂高地地続 き に 御陣山地籍 も ある 。

なお、 小柴見城主の小柴見宮内は栗田氏配下であったが 、 1561年 （ 永禄 4 ) 越 後 方に辿じ た と

して 武田晴信 （信玄 ） に誅され た という 。 （甲I湯軍鑑 ）

近世初頭 の1611年 ( I災長16) 朝 日 山は善光寺領 と認められ 、 1645年 （正 保 2 ) 平柴村が三輪村

の一部と交換されて善光寺領 とな り 朝 日 山 守 り を して 以 来 、 度々 入会権そ の他で小柴見村な ど と

の出 入 り があっ た が 、 大峯山 と共に きぴしい山定め (1686 · 貞 卓 3 年設定） が厳守され 、 本窯再

建 （元禄 • 宝永年間） に松材が伐採され た以外は明治以 降 も 国有林 ・ 風致保安林として 保護され 、

型かな緑を 保持して 今 日 に 及 ん で いる 。

近代になっ て1913年 （ 大正 2 ) 狐池一本松地紐 （現往生寺浄水場 ） に り1続いて 、 1925年 （大正

1 4 ) 城 山 で の サ イ レ ン 吹嗚 に 変わ る ま で本城跡のある小柴見丘陵北端· 454 .7m の地、点で午砲が収

ちならされ 、 ドン山 の愛称は今 も 老 人 た ち が しば しば 口 に す る とこ ろ で 、 当時 の石垣 も 残存 して

いる 。 1929年（昭和 4 ) 夏 目 ヶ 原 浄水場が この」そ 陵 に 設 協 さ れ て 以 米 、 施設 の整備拡充に 伴 っ て 城

跡油 構の大半が姿を 消して い っ た 。

（参考文献）『長 野地域 の地質』『信川北部地方 の新第三系 の地質学的研究｛ 」；水内 Ull地質誌』 『 上水

内郡誌』『長 野市史』 r長 野県町村誌』r 長 野県史』r 長 野市史考』r 長 野肌 の地名』

III 調在

1 逍 構（図 2 - 4 }  

ト レ ンチの設定位骰は 図 2 に示した A - A ' 間にあり 、 ま た 断1f1i実測図は区1 4 に示 し た 。 断rfti実

測図か ら も わか る よ う に、 堀は現状では約1 . 9 0-2 .0 m は ど埋ま っ て いる 。 堆梢状況は部分的に

レ ン ズ状 の 自 然堆栢が認めら れ る も の の 、 7 -11層等 の堆梢には 人為的な掘削 ・埋め戻し等の可

能性 も 考 え ら れる 。 ま た 3 附 は 灰 白 色枯牧土 （地山） のプロ ッ ク を非前に 多 く 含み 、 後世に土以

を削平 した時に 形成され た 堆積層 と考え ら れる 。 堀は地山である いわゆ る 樹花i疑灰岩,� を 掘 り切

って 構築されて いる 。 尾根部分 を掘 り 切 っ て いる わけ であるが、 中 央土塁部分は 後世 の削平がか

な り 及 ん で い る ため(El地形 の復尤は困難であり 、 地形的に 凹 ん だ場所を意識的に 選定 して 空堀 を

構築したか否かは不明 である 。 堀 の断riu形態は 角 のとれ た逆台 形状を呈す る が 、 部分的に 鋭 い逆

台形状を呈する場所 も 認めら れ る 。 堀底は平均幅 0.90-1. 0 m ほ ど の平担面を 形成する が固 く 踏

み しめら れ た よ う な痕跡も な 〈 、 ま た特別な施設 も 認められなかった 。 堀 底 と北方 の祁 との比邸

差は 約5.20 m を測り 、 ま た現状で確認でき る 土塁最高部 との比高差は約2 . 7 0m は ど を測る 。 堀か

ら 北方 の郭へ の傾斜は平均 4 0° 前 後で、 最 も 傾斜 の急な とこ ろ では45• 前 後を測る 。 ま た 堀 か ら

土塁へ の傾斜は最店で60
°

前 後を測り 、 測磁作業 の際には非常な困難 を き た したはど であっ た。

中央部 の土旦は 、 基本的には地山 を 掘 り込ん で 形成し、 さ ら に そ の上 に盛土して構 築 され た も の

と思わ れ る が 、 盛土 の規模は削平 の ため不明であ り 、 現状では60-70crnの盛土が確認さ れ る にす
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図 3 小柴 見城址略ITllJ固 （［�内は調在区）
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図 4 ト レ ン チ断fM実ilill固

孔は四通して おらずやや特異な も のである。

ぎない 。 また調介区土娼中央部は幅 S mほ

どの平担面を呈しているが 、

削 平 に よ るものであることは明らかである。

また土橋等の構築物の痕跡は今回の調介で

は確認されていない 。 堀 な ら ぴに土塁は東

西 方向へさらに伸ぴると思われる•が 、 糾 在

区ならぴに調介における廃土処即の関係で

これ以上調介区を拡張することは不可能で

あったため、 全体の規松等の詳細は残念な

がら不明である。

2
 

遺物 （ 図 5 )

石臼 （粉挽き臼） が 3 個：I', 土している。

1 は安山岩製の上臼で 、 半径約16.ltm、 邸

さ約 ll. 8c:m ifll Jる。 半分以上を欠 mするが

必棒受け と 供給口は確認で き る。 臼 の 目 は

六ク計画七溝式で 、

回 転 と考え ら れる。 供給口の 形状は円形を

呈し、 ふくみは約3.6 cmを測る。 また側面

にはは ぞ状の袂り込みが不明瞭ながら認め

ら れ 、 挽き 木は横打ち込み式かと思われる。

第II 区から堀Ji.'£に接した状態で検出された。

2 も安 山 岩 製 の 上 臼 で％ 以 上を欠mする。

半径約15 .2cm、 高さ8.6⑩、 ふ 〈 み2 . Jrmを

測る。 必棒受け 、 供 給 口 は 欠損している

ため不明 である。

き る。

こ れも後世の

もの 〈 ば り の形状から左

臼 の 目 はJ経 耗が名
：
し く

詳細は不明であるが、 3 本まで溝が確認で

3 は安LLI岩製の下臼 であるが逍存状

況は最も良 い 。 径約25. 5cm、 窃さ11.2cm、 ふ く み2.8 cmを測る。 臼の 目 は六分画六溝 式で、 芯棒
2 · 3 はいずれ も ト レ ン チ掘削中に 、 堀 底より約80

cmほど浮いた状態で検出された も の である。

- 10-
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3 ま と め

小柴見城址 をめ ぐ る 歴 史的環楼に つ いては第II 浮に詳説されて い る と おり 、 南北朝時代以 後 の

,y柴守護所と の関連 、 ' I ' 越合戦期におけ る 両軍 の攻防 と の関辿 において 、 北 信 沿 の 中 世史 に 対 し

等閑視でき ぬ弧桜な側 面が う かが わ れ る 。 今回 の調査で は 空堀と い う その ご 〈 一部 を明 ら かに し

た のみであリ 、 その全容 を明らかにする に は至っ ていない。 今 後 の調壺 にかかる期待 は大きい。

-11-
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